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客
人
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
薪
の
火

　

都
会
の
喧
騒
を
逃
れ
、
静
か
な
田
園
風
景
に
身
を
置
き
た
い
。

で
も
そ
こ
は
荒
涼
と
し
た
大
自
然
が
広
が
る
の
で
は
な
く
、
人
の

ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　

そ
ん
な
場
所
を
求
め
、
取
材
班
は
土
砂
降
り
の
雨
の
中
、
灰

色
の
空
に
覆
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
か
ら
南
西
へ
車
を
走
ら
せ
た
。
目

指
す
先
は
、
壮
麗
な
大
聖
堂
で
も
知
ら
れ
る
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
の
町

ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
２
マ
イ
ル
（
約
３
・
２
キ
ロ
）
離
れ
た

場
所
に
、
63
エ
ー
カ
ー
（
約
７
万
７
千
坪
、
東
京
ド
ー
ム
５
・

４
個
分
）
の
広
大
な
敷
地
を
有
す
る
「
レ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
」

（Lainston H
ouse

）
だ
。

　

走
る
車
の
水
し
ぶ
き
で
前
も
よ
く
見
え
な
い
悪
天
候
の
中
、
Ｍ

３
を
ひ
た
す
ら
南
に
向
か
っ
て
走
る
こ
と
、
お
よ
そ
１
時
間
。
取

材
の
行
く
末
を
や
や
不
安
に
思
い
な
が
ら
、
雨
空
を
恨
め
し
く
見

上
げ
て
し
ま
う
が
、
唯
一
の
救
い
は
目
的
地
の
方
向
に
あ
る
西
の

空
が
明
る
か
っ
た
こ
と
だ
。

　

Ｍ
３
を
下
り
、
し
ば
ら
く
走
る
と
突
然
、
晴
れ
間
が
空
に
広

が
っ
た
。
生
け
垣
の
向
こ
う
に
は
、
冬
だ
と
い
う
の
に
緑
を
た
た

え
る
牧
草
地
と
、
そ
こ
で
馬
が
の
ん
び
り
と
草
を
食
む
光
景
が
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
雨
上
が
り
で
し
ず
く
が
太
陽
の
光
を
受
け

て
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
木
立
の
田
舎
道
に
、
自
然
と
心
は
躍
り
だ

す
。
空
気
も
都
会
の
そ
れ
と
は
違
い
、
体
中
の
細
胞
が
生
き
返
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。

　
「
レ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
」
と
見
落
と
し
そ
う
な
く
ら
い
小
さ

く
書
か
れ
た
道
路
標
識
を
横
目
に
、
さ
ら
に
進
む
と
、
煉
瓦
造

り
の
古
い
ゲ
ー
ト
が
突
如
現
れ
る
。
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
て
坂
道
を

上
る
と
、
瀟
洒
な
赤
煉
瓦
の
館
が
姿
を
現
す
。
初
め
て
の
場
所
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
人
の
家
を
訪
れ
る
よ
う
な
錯

覚
に
陥
っ
た
。

　

扉
を
開
け
て
真
っ
先
に
目
を
奪
わ
れ
る
の
が
、
玄
関
前
に
し

つ
ら
え
ら
れ
た
大
き
な

石
の
暖
炉
と
、
パ
チ
パ

チ
と
小
気
味
よ
い
音

を
立
て
て
燃
え
る
薪
の

左
右
に
ズ
ラ
リ
と
並

べ
ら
れ
た
「
ハ
ン
タ
ー
」

（H
unter

）
の
長
靴

だ
。
大
人
用
か
ら
子
供

用
ま
で
カ
ラ
フ
ル
に
勢

ぞ
ろ
い
。
思
わ
ず
、「
た

だ
い
ま
」
と
口
に
し
て
し

ま
い
そ
う
に
な
る
。

　

次
に
、
扉
を
開
け
て

ゲ
ス
ト
を
迎
え
入
れ
る

ド
ア
ボ
ー
イ
の
姿
に
目

が
と
ま
っ
た
。
着
用
し
て

い
る
の
は
、
英
国
紳
士

ロンドン中心部から西へ車で約２時間。
イングランド最古の都である
ウィンチェスターからほど近い
緑美しい穏やかな田園風景の中に、
チャールズ２世が愛人と時を過ごしたとされる館、

チャールズ２世がお忍びで訪れた館

レインストン・ハウス・ホテルを征く

●征くシリーズ●取材 ･執筆・写真／秋穂ホートン・本誌編集部

「レインストン・ハウス」がたたずむ。
17世紀当時のおもむきをそのままに留め、
訪れる人を温かくもてなす
隠れ宿ともいえるホテルを
今号では征くことにしたい。

雪が積もろうと雨が降ろうと、長靴があれば大丈夫。カラフルな長
靴をはいて、ホテル周辺の散策へと元気に出かけたい。
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愛人の数は 13人！

「陽気な王様」チャールズ２世
■チャールズ２世（１６３０～８５）は清教徒革命を起こ

したクロムウェル亡き後の王政復古期ステュアート朝

のイングランド、スコットランド、アイルランドの王。

■革命の難を逃れてフランスに亡命した後、王権復活

を目指しスコットランドに上陸するものの、クロムウェ

ル軍に敗北し、再び大陸へ亡

命。１６６０年にイングランド

王として即位するまでフラン

ス、オランダ、ベルギーなど

を転々とする苦難に満ちた亡

命生活を送ったという。

■即位するまでがあまりにも

苦難の連続だったためか、即

位後は大いに遊び、放蕩を尽

くした君主とされている。

１６６２年にポルトガルの王女

キャサリンと結婚するものの

世継ぎは生まれず、次々と愛

人を作った。その数は確認さ

れているだけでも１３人に上り、１４人の庶子が認知され

ている。愛人や庶子に大盤振る舞いで叙爵や屋敷を与

え、明朗快活だったとされる人柄から「陽気な王様」

（Merry Monarch）と呼ばれ、人々に親しまれた。

■愛人のなかでもレインストン・ハウスと縁があるル

イーズ・ケルアイユ Louise Renée de Penancoët de 
Kérouaille ＝右の肖像画＝と

の間に生まれたチャールズ

（後のリッチモンド公）の系

統は、スペンサー伯爵家との

婚姻を重ね、故ダイアナ妃に

至る。

■ちなみにチャールズ２世の

死因は美食と放蕩からくる痛

風が原因の腎臓病だったとさ

れている。

年
以
降
、
弁
護
士
の
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ダ

ウ
リ
ー
の
所
有
だ
っ
た
と
さ
れ
、
お
よ
そ

１
０
０
年
間
に
わ
た
り
、
ダ
ウ
リ
ー
家
の
所

有
下
に
あ
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
ー
の
曾
孫
に
あ

た
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
ウ
リ
ー
が
１
７
０
３
年

に
亡
く
な
る
ま
で
邸
宅
の
増
改
築
に
心
血
を

注
い
だ
が
、
熱
心
な
あ
ま
り
に
資
金
が
底
を

つ
き
、
残
さ
れ
た
家
族
は
邸
宅
を
１
７
１
１

年
、
手
放
し
て
し
ま
う
。
現
在
、
私
た
ち
が

目
に
す
る
ホ
テ
ル
本
館
の
姿
の
多
く
は
ヘ
ン

リ
ー
の
時
代
に
整
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

売
り
に
出
さ
れ
た
邸
宅
は
、
廷
臣
で
あ
り

外
交
官
だ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
メ
ド
ウ
卿
の
手

に
渡
る
。
し
か
し
、
メ
ド
ウ
卿
は
外
遊
の
た

め
ほ
と
ん

ど
領
地
に

滞
在
す
る

こ
と
は
な

く
、
10
年

後
に
再
び

レ
イ
ン
ス

ト
ン
・
ハ

ウ
ス
は
売

り
に
出
さ

れ
て
し
ま

う
の
で
あ

る
。

　

そ
し

て
、
あ
る

美
貌
の
女

性
が
館
を

12
〜
13
世
紀
に
遡
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
邸

宅
の
基
礎
部
分
か
ら
も
、
レ
イ
ン
ス
ト
ン
・

ハ
ウ
ス
の
前
身
が
中
世
の
時
代
か
ら
の
住
居

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
レ
イ
ン
ス
ト
ン
」

（Lainston

）
の
名
前
は
古
語
の
「
レ
オ

フ
ワ
イ
ン
ズ
・
ト
ゥ
ン
」（Leofw
ine's 

tun

）
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ト
ゥ
ン

（tun

）
は
『
囲
い
地
』
を
意
味
し
、
レ
オ

フ
ワ
イ
ン
は
当
時
、
き
わ
め
て
人
気
の
高
い

名
前
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
細
か
く
語
源

を
た
ど
る
と
、
レ
オ
フ
（Leof

）
は
『
親
愛

な
る
人
』
を
意
味
し
、
ワ
イ
ン
（w

ine

）
は

『
友
達
』
を
意
味
す
る
言
葉
だ
っ
た
と
さ
れ

る
。
ま
た
レ
イ
ン
ス
ト
ン
は
「Leynstone

」

と
綴
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
『
豊

か
な
田
畑
の
農
場
』
を
意
味
す
る
と
い
う
。

い
ず
れ
も
そ
の
名
前
の
由
来
を
納
得
さ
せ
て

く
れ
る
風
景
が
ホ
テ
ル
の
窓
の
外
に
は
広
が
っ

て
い
る
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
は
１
６
８
５
年
に
亡
く

な
る
ま
で
こ
の
館
を
た
び
た
び
訪
れ
、
愛
人

で
、
同
王
へ
の
積
極
的
な
『
お
ね
だ
り
』
の

す
え
に
ポ
ー
ツ
マ
ス
公
爵
夫
人
に
叙
せ
ら
れ

た
ル
イ
ー
ズ
・
ケ
ル
ア
イ
ユ
と
親
密
な
時
間

を
過
ご
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

邸
宅
を
含
む
レ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
の
敷

地
は
直
轄
の
王
領
地
で
は
な
く
、
１
６
１
３

の
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
イ
ル
を
意
識
し
た
制

服
。
ツ
イ
ー
ド
の
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
と
同
じ
く
ツ

イ
ー
ド
の
ベ
ス
ト
、
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
パ
ン
ツ
の

ス
タ
イ
ル
だ
。
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
は
シ
ル
ク
ハ
ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
い
た
裕
福
な
英
国
人
が
、
よ

り
狩
猟
や
乗
馬
に
適
し
た
帽
子
を
求
め
た
こ

と
か
ら
生
ま
れ
、
広
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
実

用
性
が
高
く
安
価
だ
っ
た
た
め
、
庶
民
に
も

広
く
着
用
さ
れ
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
帽
子
で
も

あ
る
。『
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
空
間
で
の
く
つ
ろ

ぎ
』
を
大
切
に
す
る
ホ
テ
ル
の
姿
勢
が
わ
か

り
や
す
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

王
と
愛
人
の
密
会
場
所

　

現
在
の
レ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
の
本
館
建

物
は
17
世
紀
後
半
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
の
依

頼
を
受
け
て
、
建
築
家
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

レ
ン
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
と
い
う
。
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
ン
は
１
６
６
６
年
に
起
き

た
ロ
ン
ド
ン
大
火
で
焼
失
し
た
、
セ
ン
ト
・

ポ
ー
ル
大
聖
堂
の
復
興
に
あ
た
っ
た
こ
と
で

も
有
名
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
英
国
に
あ
っ
て

は
、
間
違
い
な
く
名
実
と
も
に
ト
ッ
プ
の
建

築
家
だ
っ
た
。

　

１
６
８
３
年
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
は
ウ
ィ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
新
し
い
宮
殿
を
造
営
す
る

よ
う
レ
ン
に
命
じ
、
レ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ハ
ウ

ス
は
そ
の
一
部
と
し
て
手
が
け
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
は
遺
跡
と

し
て
形
を
残
す
敷
地
内
の
礼
拝
堂
の
起
源
は

チ ャ ー ル ズ ２ 世 Charles II
（1630 ～ 1685、在位 1660
～ 1685)
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訪
れ
た
が
ゆ
え
に
、
後
に
社
交
界
を
揺
る
が

す
よ
う
な
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
発
展
す
る
事

件
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
っ
た
。

美
貌
の
貴
婦
人
の
秘
密
婚

　

１
７
２
１
年
、
邸
宅
は
下
院
議
員
の
ジ
ョ

ン
・
メ
リ
ル
の
所
有
と
な
る
。
彼
に
は
美

し
い
姪
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
チ
ャ
ド
レ
ー
が
い
た
。

彼
女
こ
そ
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
張
本
人
と
な

る
『
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ー
ル
（
運
命
の
女
）』

だ
っ
た
。

　

事
件
は
１
７
４
４
年
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
叔

母
を
訪
ね
て
同
邸
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
起

こ
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
邸
宅
に
滞
在
中

だ
っ
た
若
い
海
軍
将
校
ア
ウ
グ
ス
タ
ス
・
ハ
ー

ヴ
ェ
イ
（
後
の
ブ
リ
ス
ト
ル
伯
）
と
熱
烈
な

恋
に
落
ち
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
あ
る
真
夜
中

の
晩
に
、
敷
地
内
の
礼
拝
堂
で
秘
密
裏
に
結

婚
式
を
挙
げ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
エ
リ
ザ
ベ
ス

は
弱
冠
23
歳
。
若
か
っ
た
２
人
が
こ
の
結
婚

は
過
ち
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
ま
で
そ
う
長

く
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

　

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
軍
務
で
英
国
を
離
れ
る
期

間
が
長
く
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
も
ウ
ェ
ー
ル
ズ
皇
太

子
妃
の
侍
女
と
な
っ
た
た
め
に
『
既
婚
』
で

あ
る
こ
と
は
非
常
に
都
合
が
悪
か
っ
た
（
宮

廷
の
侍
女
は
未
婚
が
出
仕
の
条
件
だ
っ
た
）。

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
当
初
『
離
婚
』
を
希
望
し
た

が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
侍
女
の
職
を
失
う
こ
と

を
恐
れ
、『
婚
姻
無
効
』
で
何
事
も
な
か
っ
た

こ
と
に
し
て
幕
引
き
を
図
る
こ
と
に
し
た
の

だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
華
や
か
な
宮
廷

生
活
を
楽
し
み
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ア
ポ
ン
・

ハ
ル
伯
爵
の
愛
人
と
な
る
。
１
７
６
９
年
、

長
年
の
愛
人
生
活
を
経
た
後
、
晴
れ
て
伯
爵

と
結
婚
で
き
た
彼
女
は
『
愛
』
と
『
地
位
』

を
同
時
に
手
に
し
、
幸
せ
の
絶
頂
に
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
幸
せ
は
長

く
は
続
か
な
か
っ
た
。

　

結
婚
し
て
わ
ず
か
４
年
後
に
伯
爵
が
他

界
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
溺
愛
し
て
い
た
伯
爵
は

全
財
産
を
彼
女
に
譲
る
と
し
、
他
の
親
族
に

は
何
も
残
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
を
恨
ん
だ
甥
の
エ
ヴ
ェ
リ
ン
・
メ
ド
ウ
が
エ

リ
ザ
ベ
ス
を
「
重
婚
」
の
罪
で
法
廷
に
訴
え

た
の
だ
。
こ
の
事
件
は
当
時
の
社
交
界
を
揺

る
が
す
一
大
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
っ
た
。「
貴

婦
人
の
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
金
目
当
て
の
女
な

の
か
!?
」
―
多
く
の
人
が
裁
判
の
傍
聴
に
詰

め
か
け
、
新
聞
で
も
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た

と
い
う
。

　

そ
し
て
エ

リ
ザ
ベ
ス
は

有
罪
の
判
決

を
受
け
る
。

烙
印
と
投
獄

か
ら
逃
れ
る

た
め
に
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
は

財
産
と
と

も
に
慌
て
て

英
国
を
去

り
、
以
後
、

１
７
８
８
年

に
フ
ラ
ン
ス
で

亡
く
な
る
ま

で
母
国
の
地

を
踏
む
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
訴
え
た

エ
ヴ
ェ
リ
ン
・
メ
ド
ウ
は
レ
イ
ン
ス
ト

ン
・
ハ
ウ
ス
を
所
有
し
て
い
た
先
述
の

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
メ
ド
ウ
卿
の
孫
に
あ
た
る
人
物

で
も
あ
る
。
こ
こ
に
因
果
め
い
た
も
の
を
感

じ
る
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
邸
宅
は
何
人
も
の
所
有
者
を
経

て
、
１
９
８
１
年
に
宿
泊
施
設
と
し
て
開

業
す
る
。
当
初
は
14
室
の
小
さ
な
ホ
テ
ル

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
徐
々
に
拡
張
。

１
９
８
３
年
に
英
国
各
地
で
高
級
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
を
経
営
す
る
「
エ
ク
ス
ク
ル
ー
シ
ブ
・

ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
」（Exclusive H

otel 
Group

）
の
傘
下
に
入
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

鷹
狩
り
か
ら
散
策
ま
で
自
由
自
在

　

63
エ
ー
カ
ー
の
広
大
な
敷
地
で
は
テ
ニ

ス
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
野

外
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
「
鷹
狩
り
」

（falconry

）
だ
。
現
在
、
５
羽
の
鷹
と
フ

ク
ロ
ウ
が
専
属
の
鷹
匠
の
下
、
飼
育
さ
れ
て

お
り
、
宿
泊
客
は
鳥
と
触
れ
合
う
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ア
レ
ン
ジ
の
狩

り
や
定
期
的
に
催
さ
れ
る
鷹
狩
り
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
だ
（
要
事
前
予

約
）。
子
供
（
12
歳
以
上
）
も
大
人
の
同
伴

が
あ
れ
ば
、
専
用
の
手
袋
を
着
用
し
、
鷹
を

空
に
舞
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
敷
地
内
で
は
な
い
も
の
の
近
く
に

は
近
代
フ
ラ
イ
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
発
祥
地

で
あ
り
、
ニ
ジ
マ
ス
や
サ
ー
モ
ン
な
ど
の
漁

場
と
し
て
世
界
的
に
も
有
名
な
テ
ス
ト
川
と

イ
ッ
チ
ェ
ン
川
が
流
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
も
堪
能
で
き
る
。

　

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
と
い
う
方
で
も

敷
地
内
を
散
歩
す
る
だ
け
で
十
分
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
は
ず
。
フ
ロ
ン
ト
で
地
図
を

も
ら
い
、
我
々
取
材
班
も
雨
上
が
り
の
み
ず

み
ず
し
い
空
気
の
中
、
散
策
に
出
か
け
た
。

　

ま
ず
、
訪
れ
た
い
の
が
邸
宅
の
す
ぐ
脇
に

あ
る
聖
ペ
テ
ロ
礼
拝
堂
跡
だ
。
春
に
は
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
る
だ
ろ
う
草
木
の
中

に
12
世
紀
当
時
の
石
壁
が
そ
の
ま
ま
の
姿
を

留
め
、
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
空
間
だ
。
聖
命

祝
日
に
あ
た
る
６
月
29
日
に
は
天
気
が
許
す

限
り
で
は
あ
る
が
、『
屋
外
』
礼
拝
が
行
わ

れ
る
そ
う
だ
。

　

駐
車
場
の
中
心
に
位
置
す
る
「
サ
ン
デ
ィ

ア
ル
・
ガ
ー
デ
ン
」（Sundial Garden

）

は
生
垣
に
覆
わ
れ
た
庭
で
バ
ラ
や
ラ
ベ
ン

ダ
ー
を
は
じ
め
多
く
の
草
花
が
植
え
ら
れ
て

い
る
。
ホ
テ
ル
で
飾
ら
れ
る
花
は
こ
こ
で
摘

ま
れ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
客
室
の
匂
い
袋
に
用

い
ら
れ
る
と
い
う
。
ホ
テ
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
的

鷹匠とともに
鷹狩り（falconry）を

楽しむ

■敷地内にある鷹の訓練場所「鷹

場」では現在、５羽の猛禽類が飼

育されている。幼い頃から鳥に親

しんできたという鷹匠歴９年の女

性鷹匠、ジュディさんが美しい雌

の鷲、ルーラちゃんを伴い、我々

取材班を迎えてくれた。

■バサーっと薄茶色の羽を広げる

たびに、迫力のある羽音をたて、

白いやわらかな羽毛を空に舞わせ

る、ルーラちゃんはワシノスリ（Chilean Blue Eagle）と

いう種類の鳥だ。立派な外見からはそうは見えないが２歳

とまだ幼く、羽がすべて生え変わるまでは本格的に空を飛

ぶことはできないという。

■鷹狩りは餌を載せた専用のグローブを身につけ、鷹を空

に放ち、ウサギやリス、小鳥などの小動物を捕らえさせる

スポーツで、鷹が大空を舞うその姿を愛でることも醍醐味

の一つだ。鷹や鷲などの猛禽類は約３．２キロ離れたところ

からでも獲物を見つけることができるという。「ちゃんと

主人の元に戻ってくるの？ そのまま飛んでいってしまわ

ないの？」という心配も無用。万一、戻ってこない場合は

取り付けられた GPS で追跡可能だという。

■鳥の気質は人間の個性と同じく千差万別らしいが、全体

的には雌の方が『大人っぽい』ものの、繁殖期など時期に

よっては『気分屋』になるそうだ。人間の場合とよく似て

いる !? 

■驚いたのは、夜行性とばかり思いがちなフクロウが昼間

の狩りに登場する点。ジュディさんいわく、黄色い目のフ

クロウは昼間でもよく獲物が見えるとのこと。癒し系動物

として最近は日本でもブームのフクロウだが、その雄々し

い一面に本来の姿を垣間見ることができるだろう。

鷹匠であることが意外なほ
ど、おっとりとした印象の
ジュディさん。猛禽類への
愛情はきわめて深い。

「シーダー・バー」から眺める「ライムツリー・アベニュー」。菩提樹に守られるようにして、
遠くまで続いている。端まで歩くとすれば、往復でたっぷり 45 分ほどはみておきたい。

エ リ ザ ベ ス・ チ ャ ド レ ー Elizabeth 
Chudleigh（この肖像画が描かれた年は
不明）。若かりし頃は、さぞかし男性
にもてたであろう美貌の持ち主だ。

© Lainston House
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存
在
で
あ
る
５
羽
の

か
わ
い
い
ア
ヒ
ル
た

ち
の
姿
も
こ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

駐
車
場
脇
の
小
さ
な
扉
を
く
ぐ
る
と
、

「
キ
ッ
チ
ン
・
ガ
ー
デ
ン
」（Kitchen 

Garden

）
が
あ
り
、
お
よ
そ
40
種
類
の
野

菜
と
ハ
ー
ブ
が
植
え
ら
れ
た
菜
園
と
果
樹
園

が
整
然
と
広
が
っ
て
い
る
。
日
本
の
水
菜
も

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
シ
ェ
フ
の
食
材
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
で
も
あ
り
、

後
に
控
え
た
食
事
が
俄
然
楽
し
み
に
な
る
。

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
部
屋

　

再
び
、
ホ
テ
ル
の
中
へ
と
戻
ろ
う
。
２
つ

の
対
照
的
な
雰
囲
気
の
ラ
ウ
ン
ジ
が
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
を
囲
む
よ
う
に
設
け
ら
れ

て
い
る
。
華
や
か
な
壁
紙
で
明
る
い
色
調
の

ラ
ウ
ン
ジ
と
、
重
厚
な
木
目
調
の
バ
ー
ラ
ウ

ン
ジ
「
シ
ー
ダ
ー
・
バ
ー
」（Cedar 

Bar

）
だ
。
気
分
に
応
じ
て
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
が
、
オ
ス
ス
メ
は
、
長
さ

０
・
75
マ
イ
ル
（
約
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
に
及
ぶ
菩
提
樹
の
並
木
道
「
ラ
イ

ム
ツ
リ
ー
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」（Lim

e Tree 
Avenue

）
を
一
望
で
き
る
シ
ー
ダ
ー
・

バ
ー
の
窓
側
の
席
だ
ろ
う
。
こ
の
並
木
は

１
７
１
６
年
頃
に
植
え
ら
れ
た
と
さ
れ
、

菩
提
樹
の
並
木
道
と
し
て
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
一
の
長
さ
を
誇
る
。
そ
の
眺
め
は
ま
さ

に
『
壮
観
』
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し

い
。

　

続
い
て
、
客
室
を
見
学
。
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（
装
飾
用
壁
掛
け
）

が
飾
ら
れ
た
廊
下
を
通
り
、
最
初
に
案

内
さ
れ
た
の
は
19
世
紀
に
増
築
さ
れ
た
ノ
ー

ス
ウ
ィ
ン
グ
（
北
棟
）
に
あ
る
「
エ
ク
ス
ク

ル
ー
シ
ブ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
イ
ー
ト
」
の
部
屋

「
グ
リ
ー
ン
ウ
エ
ル
（
夾
竹
桃
）」。
ち
な
み

に
、
客
室
の
ほ
と
ん
ど
が
木
や
花
の
名
前
に

ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

２
階
の
屋
根
裏
部
屋
を
改
造
し
た
こ
の
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
の
窓
か
ら
は
礼
拝
堂
跡
や
美

し
い
庭
園
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
屋

に
は
四
柱
式
の
ベ
ッ
ド
の
ほ
か
木
目
が
美
し
い

カ
ン
ト
リ
ー
・
ス
タ
イ
ル
の
家
具
が
置
か
れ
、

中
世
風
の
梁
（
は
り
）
が
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
を
演
出
す
る
の
に
ひ
と
役
か
っ
て
い
る
。

　

豪
華
で
広
々
と
し
た
造
り
の
浴
室
に
は
、

バ
ス
タ
ブ
と
高
機
能
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
が
ゆ
っ

た
り
と
配
さ
れ
、
旅
の
疲
れ
を
心
地
よ
く
癒

し
て
く
れ
る
バ
ス
タ
イ
ム
が
待
っ
て
い
そ
う

だ
。
浴
室
の
バ
ス
タ
ブ
に
は
ホ
テ
ル

で
飼
育
す
る
ア
ヒ
ル
を
象
徴
し
て
か
、

ホ
テ
ル
の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
黄
色
い
ラ

バ
ー
ダ
ッ
ク
が
置
か
れ
て
い
る
。
洗
練

さ
れ
た
バ
ス
ル
ー
ム
と
キ
ッ
チ
ュ
な
ラ

バ
ー
ダ
ッ
ク
と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
対

照
、
ゲ
ス
ト
を
ク
ス
っ
と
笑
わ
せ
よ
う

と
す
る
演
出
も
、
ホ
テ
ル
側
の
細
や

か
な
計
算
に
基
づ
く
も
の
な
の
だ
ろ

う
。

　

次
に
案
内
さ
れ
た
の
は
よ
り
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
カ
テ
ゴ
リ
ー「
デ
ラ
ッ
ク
ス
・

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
」
の
「
サ
ウ
ス
・
ロ
ッ

ジ
ア
」。

　

こ
ち
ら
は
、「
離
れ
」
と
呼
ぶ
べ
き
建
物

の
地
上
階
に
あ
る
ツ
イ
ン
の
部
屋
だ
。
前
述

の
部
屋
と
は
異
な
り
、
よ
り
モ
ダ
ン
で
華
や

か
な
内
装
に
な
っ
て
い
る
。
部
屋
か
ら
直
接

庭
に
出
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
季
節
の
よ

い
時
は
礼
拝
堂
を
眺
め
な
が
ら
の
お
茶
や
、

庭
で
の
夕
涼
み
と
洒
落
込
む
の
も
よ
さ
そ
う

だ
。

　

な
お
、
ホ
テ
ル
で
は
ゲ
ス
ト
に
快
適
な
眠

り
を
届
け
る
た
め
に
、
５
種
類
の
枕
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
好
き
な
硬
さ
や
高

さ
、
素
材
の
枕
を
選
べ
る
の
も
う
れ
し
い
心

遣
い
と
い
え
る
。

気
鋭
の
シ
ェ
フ
が
生
み
出
す
美
食

　

レ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
の
大
き
な
魅

力
の
ひ
と
つ
は
『
食
へ
の
こ
だ
わ
り
』
に
あ

る
。
ホ
テ
ル
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ベ

ニ
ュ
ー
」
で
は
キ
ッ

チ
ン
・
ガ
ー
デ
ン
で

収
穫
さ
れ
る
新
鮮
な

野
菜
や
果
物
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
い
、
モ
ダ

ン
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
を

ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら

も
様
々
な
食
文
化
に

刺
激
を
受
け
た
創
作

料
理
が
味
わ
え
る
。

　

ヘ
ッ
ド
シ
ェ
フ
の
職

を
任
さ
れ
る
の
は
オ

リ
ー
・
ル
ー
ス
（O

lly 
Rouse

）
氏
＝
写
真
右
。
ル
ー
ス
氏
は
有
名

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ぺ
ト
リ
ュ
ス
」（Petrus

）
や

「
フ
ァ
ッ
ト
・
ダ
ッ
ク
」（The Fat D

uck

）

で
修
行
し
、
ア
ス
コ
ッ
ト
郊
外
の
ホ
テ
ル

「
カ
ワ
ー
ス
・
パ
ー
ク
」（Cow

orth Park

）

で
ヘ
ッ
ド
シ
ェ
フ
を
務
め
て
い
た
前
職
時
代
に

は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
１
つ
星
を
獲
得
し
た
気
鋭

の
若
手
料
理
人
で
あ
る
。

　

新
鮮
な
地
産
食
材
を
用
い
、
五
感
を
刺

激
す
る
味
で
ゲ
ス
ト
の
舌
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
用
い
ら
れ
る
食
材

名
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、「
ど
ん
な
料

理
が
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
こ
ち
ら
も

想
像
力
が
か
き
立
て
ら
れ
る
。
豆
腐
や
し
い

た
け
、
柚
子
と
い
っ
た
日
本
人
に
は
馴
染
み

の
深
い
食
材
も
メ
ニ
ュ
ー
に
は
登
場
。「
何
料

理
？ 

と
聞
か
れ
て
も
一
言
で
答
え
ら
れ
な
い

の
が
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
特
徴
で
し
ょ
う
か
」

と
給
仕
ス
タ
ッ
フ
は
微
笑
む
。
こ
ち
ら
の
質

問
に
は
す
べ
て
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
る
ス
タ
ッ

フ
と
の
や
り
と
り
も
重
要
な
ス
パ
イ
ス
の
１
つ

と
し
て
食
事
に
彩
を
添
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

食
事
の
詳
細
は
次
頁
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

歌
手
の
マ
ド
ン
ナ
や
マ
ラ
イ
ア
・
キ
ャ
リ
ー

と
い
っ
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
セ
レ
ブ
を
は
じ
め
、

お
忍
び
で
こ
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た
こ
と
が

あ
る
有
名
人
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。「
父

ブ
ッ
シ
ュ
」
で
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
Ｗ
・

ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
は
釣
り
と
食
事
を
お
目

当
て
に
定
期
的
に
訪
れ
る
と
い
う
。

　

緑
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
、
美
食
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
優
雅
な
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間

を
過
ご
し
た
い
方
は
、
大
聖
堂
が
有
名
な
中

世
の
古
都
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
観
光
と
あ
わ
せ

て
、
レ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
に
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

■バーラウンジに足を踏み入れると、いたるとこ

ろに繊細な彫刻が施された滑らかな木の壁と美し

い曲線を描くバーカウンターに目を奪われる。見

上げるとシャンデリアも精巧な木彫りだ。加え

て、大理石の暖炉の両側を飾る彫刻はセント・ポー

ル大聖堂やウィンザー城の彫刻で名高いグリンリ

ング・ギボンズの作品だとされる。ギボンズは建

築家クリスト

ファー・レン

に才能を認め

られ、チャー

ルズ２世に仕

えた彫刻家で

もある。

■１９３０年の

大 嵐 で 倒 れ

た 敷 地 内 の

ヒマラヤスギ

（cedar）が、内装に使われていることから「シー

ダー・バー」と名付けられたという。古木を偲ん

だ記念プレートも菩提樹の並木道を見下ろすバー

の窓辺には飾られている。木への愛情がたっぷり

とつまった空間だ。

■バーの自慢のひとつは、コニャックをはじめと

したブランデーの品揃え。英国でもトップクラス

とされるだけあり、中には１８１１年に遡る年代物

も見られる。オリジナルのフレッシュカクテルも

月替わりで登場。自家製の果物を使ったカクテル

も試していただきたい。

■座り心地のよ

い革張りの肘掛

け椅子に身を沈

め、ゆったりと

グラスを傾けれ

ば、木の精がす

ぐそばにいるこ

とを感じさせて

くれるかもしれ

ない。

美しい木彫りの調度品に
囲まれたバーで過ごす、贅沢な時間

「シーダー・バー」（Cedar Bar）

「シーダー・バー」内には、名前
の由来を示すプレート＝写真＝が
掲げられている。

「エクスクルーシ
ブ・ジュニア・ス
イート」は、バス
ルームも驚くほど
広々としている。
奥にあるシャワー
専用ブース内では、
横からも湯が出る
ようになっている。
ぜひお試しを。

© Lainston House
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The Avenue Restaurant
アべニュー・レストラン

観光やレジャーの後は、本館地階にある歴代当主の肖像画が並ぶ重厚なダイニ
ングルーム「アべニュー・レストラン」で、ゆったりと贅沢に食事を楽しみた
い。今回取材班が食したのはランチ・セットメニュー（３コース 32.50 ポンド）
とアラカルトから選ぶセットメニュー（３コース 55 ポンド）の２種類。ミシュ
ランの星を獲得した経験もある気鋭のシェフが作る、新鮮な素材を生かした意
欲的な料理の数々をご紹介しよう。

塩漬けビーフ、赤キャベツの
ザワークラウト、
玉ねぎのピューレ添え
Salt Beef, Red Cabbage Sauerkraut, 
Onion Puree
丁寧に塩漬けされた薄切りの牛ロー
スを、歯ごたえがあり程よい酸味のザ
ワークラウトと玉ねぎの甘みを凝縮
したピューレとともに口に入れると、塩の辛味、酢の酸味と野菜の甘味が素晴
らしいハーモニーを口の中で奏でてくれる。添えられた青りんごの果実味との
相性も抜群で見た目にも美しい一品。

蛸のマリネ
Octopus, Chorizo, Pinenut, Basil, 
Green Chive
南米料理でポピュラーなセヴィチェ（魚
介のマリネ）に蛸をアレンジ。レモン
の酸味がしっかり効いた蛸が美しく円
形に並べられ、目に鮮やかな一品。香
り高いバジルソース、スパイスの効い
たチョリソと噛むほどに香ばしさが増
す松の実の食感が絶妙な組み合わせ。

Starter

Main

Amuse（付き出し）

マスのソテー 
Trout, Fresh Pappardelle, Wild 
Mushrooms, Leeks, Sorrel
脂がのった新鮮なマスをその旨み
を逃すことなく、丁寧に焼き上げ
ている。皮もパリっと香ばしい。
手打ちパスタのもっちりした歯ご
たえや敷地内の畑で採れた新鮮な
野菜との相性も文句なしの一品。

牛ホホ肉の煮込みと豚バラのグリル
Beef, Smoked Bacon, Pumpkin, Celeriac, Onions

本当に同じ人が作ったの？ と問いたく
なるほど、味も盛り付けも路線がガラリ
と変わった一皿。他の料理に見られる、
繊細なスタイルとはうって変わり『線の
太さ』が感じられる。しっかりした濃い
味付けで 2 種類の肉を食べることができ
る欲ばりな一品。この「意外性」が計算
されたものであれば、素晴らしいといえ
るが、好き嫌いが分かれる。

ホワイトチョコレートのムース
White Chocolate Mousse, Mandarin 
Sorbet, Caramel, Pistachio
ふんわりとした口どけのムースでホワ
イトチョコレートの優しい甘さがやわ
らかな余韻を残す。ミカンの爽やかな
味のシャーベット、キャラメルソース
の濃厚な味わいが多彩な味のパレット
となり、ムースを引き立てている。

チョコレートと
ヘーゼルナッツのフィナンシェ
Chocolate & Hazelnut Financier, 
Praline Ice Cream, Lemon Curd
パリっと香ばしいビスケット生地にサンドされた、芳醇な甘さの
ダークチョコレートと細かく刻んだヘーゼルナッツのガナッシュが
しっとりと口で溶け合う。添えられたプラリネ（アーモンドとキャ
ラメルを混ぜたもの）のアイスクリームと酸味の効いたレモンペー
ストがダークチョコレートの深い味わいに広がりとアクセントを与
えてくれる。

レイストン・ハウス Lainston House, an Exclusive Hotel
Woodman Lane, Sparsholt, Winchester,
Hampshire SO21 2LT
Tel: 01962 776088  Fax: 01962 776672
www.lainstonhouse.com

アクセス
■車…ロンドン中心部から約２時間。まず M3 へ。A34 とまじわるジャンクション 9 でおり、
A34 を北方面（ニューベリー Newbury 方面）へと走れば、途中で「Lainston House」への道
路標識が出てくるので、あとはそれに従う。あるいは、標識を見落としてしまった場合は、
A34 → B3420 → B3049 と走れば OK。

宿泊料金  ※１部屋１泊（朝食付、VAT 込み／冬季は割安になるなど、時期により変動あり）

マスター・スイート	 Master Suite 745 ポンド
エクスクルーシブ・ジュニア・スイート	 Exclusive Junior Suite 525 ポンド
トラディショナル・ジュニア・スイート	 Traditional Junior Suite 485 ポンド
デラックス・ゲストルーム	 Deluxe Guest Room 365 ポンド
トラディショナル・ゲストルーム	 Traditional Guest Room 245 ポンド

Travel Information ※情報はすべて 2015 年
２月 16 日現在のものです。

Dessert

❶ ウィンチェスター大聖堂  Winchester Cathedral 
www.winchester-cathedral.org.uk

❷ ジェーン・オースティンズ・ハウス博物館 Jane Austen's 
House Museum  www.jane-austens-house-museum.org.uk

葱とサツマイモの
エスプーマ
Leak, Sweet Potato Espuma

裏ごしされたサツマイモと葱
の優しい甘さが『泡』となっ
て舌の上で溶ける。泡状のスー
プには大粒のコーン、細かく切った
スパイシーなチョリソが隠されていて食感が一口
ごとに楽しめる。これから供される料理に胸をワ
クワクさせてくれる『前奏曲』のような一品。

聖ペテロ礼拝堂跡（右下の航空写
真内では「Chapel」と表示されて
いる）。敷地内を散策する際には、
ぜひとも訪れていただきたいポイ
ント（雨の後、長靴は必須）。
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